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2020 年 3 月 25 日 

報道関係各位 

GMO メディア株式会社 

プログラミング教育ポータル「コエテコ」×船井総研 

「2020年 子ども向けプログラミング教育市場調査」 

2025年には 2020年の 2倍超の約 300 億円市場に 

2020年上半期中には教室数が 1万校を突破と予測 
 

GMO インターネットグループの GMO メディア株式会社（代表取締役社長：森 輝幸 以下、GMO メディ

ア）が運営する、小学生向けのプログラミング・ロボット教室情報掲載数業界 No.1（※1）のプログラミング

教育ポータルサイト「コエテコ byGMO（以下、コエテコ）」は、経営コンサルティングサービスを展開す

る株式会社船井総合研究所（代表取締役社長 社長執行役員：真貝 大介 以下、船井総研）と共同で、

「2020 年 子ども向けプログラミング教育市場調査」を実施いたしました。 

本調査では教室数と教材費、毎月支払われる受講料から「子ども向けプログラミング教育市場」の規模予

測を算出しております。 

（※1）2018 年 12 月時点。MMD 研究所調べ。   

 

【調査結果サマリー】 

・子供向けプログラミング教育市場は、5 年後の 2025 年に約 300 億円まで拡大すると予測 

・プログラミング教室数は、2020 年の上半期中に 1 万校を超えると予測 

 

【調査概要】 

調査方法：「コエテコ」と船井総研によるプログラミング教育市場関係者へのヒアリング、また「コエテ

コ」と船井総研が保有するデータ、調査機関の公開情報の収集 

調査期間：2020 年１月～2020 年２月 

調査対象：以下に該当する民間運営で月謝制の継続受講型の子ども向けプログラミング教室・スクール 

（1）ロボット製作とプログラミングをかけ合わせて学ぶ「ロボット・プログラミング教室」 

（2）プログラミングを学ぶことに特化した「プログラミング教室」 

【調査結果】 

■子ども向けプログラミング教育市場は 5年後の 2025 年に約 300億円まで拡大 

プログラミング教育市場は、2020 年からの「小学校でのプログラミング教育必修化」を背景に、大きく

成長が見込める市場として引き続き注目を集めています。文部科学省では 2021 年度から開始する「大学入

学共通テスト」において、プログラミングを扱う情報科目（情報Ⅰ）を 2024 年度から導入することを検討

しています。また、昨今の社会や企業の IT 化の進行にともない、需要の高まる IT 人材に対して好待遇化を

進める企業もあります。こうした背景から、市場全体におけるプログラミング教育の価値が浸透してきてい

るといえます。 

2020 年の子ども向けプログラミング教育市場規模はさらに拡大し、2019 年比 123%の 139 億 9,600 万

円となる予測です。この傾向は 2025 年も続き、2025 年には 2020 年の 2 倍超の 292 億 2,600 万円となる

予測です。 
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■2020 年上半期中に教室数 1 万校を突破する予測。一方、教室あたりの生徒数の低下が課題 

「コエテコ」に掲載している教室数だけを見ても、2017 年のサービス開始以来増加を続けており、

2020 年３月 4 日時点で、前年比（2019 年 3 月、6,654 校）139%の 9,269 校（2,615 校増）となりまし

た。このような教室数の大幅な増加の背景には、2019 年にもプログラミング教育へ新規参入企業が増えた

ことと、既存企業のフランチャイズ展開の両方が重なったことが考えられます。 

市場全体の教室数については、「コエテコ」の教室掲載数の増加率から推計すると、2020 年 3 月末時点で

9,499 校となり、このままのペースで増加し続けると、2020 年上半期中には 1 万校を超えることが予測さ

れます。（※2） 

一方、プログラミング教室の急速な増加の影響で 1 教室あたりの生徒数の低下も起こっています。（※3）

さらなる市場規模の拡大には１教室あたりの生徒数の増加が必須となるため、各教室での努力が求められて

います。 

（※2）現時点での予測となっております。今後の社会・経済動向によっては前後する可能性がございます。 

（※3）スクールに通う生徒数とその単価および教室数から「コエテコ」が算出。 
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【補足：コロナウイルス感染症の拡大防止対策としての臨時休校の影響と今後の展望】 

コロナウイルス感染症の拡大防止の対策として、多くの小中高等学校・特別支援学校が臨時休校となりま

した。多くのプログラミング教育事業者においても、オンライン上で無償での教材提供やご家庭への教材の

貸出といった支援を行っています。特に、オンラインでの教材提供を行う教育事業者が多いことから、今後、

「テレワーク」のような ICT を活用した働き方の変化と同様に、「学び方」に関しても家庭での ICT 端末

の普及や活用が進み、学習方法が多様化していくことが予想されます。 

今後、プログラミング市場がより拡大していくためには、プログラミングを習う子どもがまだ 1 割以下

（※4）という状況において、参加率を向上させていくことが求められます。今回の一斉臨時休校をきっかけ

に、従来の「通学型」のプログラミングスクールに加え、オンラインでのプログラミング教育の普及が進み、

市場の拡大に寄与する可能性があると考えています。 

今後も「コエテコ」では、保護者・事業者様に向けて、子ども向けプログラミング教育に関する価値のあ

る情報を発信していきます。 

（※4）2020 年 2 月 28 日発表「プログラミング教育必修化に関する保護者の認知度調査」 

 

【「コエテコ」とは】（URL：https://coeteco.jp/ ） 

GMO メディアが運営する「コエテコ」は、「プログラミング教育がわかる、プログラミング・ロボット教

室がみつかる」をコンセプトに、2017 年 11 月に開設した小学生向けのプログラミング・ロボット教室情報

掲載数業界 No.1 のプログラミング教育ポータルサイトです。プログラミング教育に関する最新ニュースや調

査結果をはじめ、様々なプログラミングスクールの情報を伝えることで、小学生のお子さんを持つ親御さんを

対象に、プログラミング教育への理解を深めるとともに、プログラミングスクール選びの参考となることを目

指しています。 

以上 

 

 

 

 

 

 

●株式会社船井総合研究所 報道関連・取材お問い合わせ先 

 URL: https://www.funaisoken.co.jp/form/press 

 

【GMO メディア株式会社】 （URL：http://www.gmo.media/） 

会 社 名 GMO メディア株式会社 （東証マザーズ 証券コード：6180） 

所 在 地 東京都渋谷区桜丘町 26 番 1 号 セルリアンタワー 

代 表 者 代表取締役社長 森 輝幸 

事 業 内 容 ■メディア事業   ■その他メディア支援事業 

資 本 金 7 億 6,197 万円 

【株式会社船井総合研究所】 （URL：https://www.funaisoken.co.jp/） 

会 社 名 株式会社船井総合研究所 

所 在 地 
大阪本社 大阪市中央区北浜 4-4-10 

東京本社 東京都千代田区丸の内 1-6-6 

代 表 者  代表取締役社長 社長執行役員  真貝 大介 

事 業 内 容 ■経営コンサルティング業 

資 本 金 30 億円 

●GMOインターネット株式会社  

グループコミュニケーション部 

広報担当 石井・高橋 

TEL：03-5456-2695 E-mail：pr@gmo.jp 

 

 

 

【報道関係お問い合わせ先】 

●GMO メディア株式会社 広報担当 森島  

TEL：03-5456-2626  FAX：03-5459-6077 

E-mail：pr@gmo.media 

 

【サービスに関するお問い合わせ先】 

●GMO メディア株式会社 沼田 

TEL：03-5456-2626  FAX：03-5459-6077 

E-mail：info@gmo.media 

 

https://coeteco.jp/
https://www.funaisoken.co.jp/form/press
http://www.gmo.media/
mailto:pr@gmo.jp
file:///C:/Users/usr0200519/Desktop/pr@gmo.media
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【GMO インターネット株式会社】 （URL：https://www.gmo.jp/） 

会 社 名 GMO インターネット株式会社 （東証第一部 証券コード：9449） 

所 在 地 東京都渋谷区桜丘町 26 番 1 号 セルリアンタワー 

代 表 者 代表取締役会長兼社長・グループ代表 熊谷 正寿 

事 業 内 容 ■インターネットインフラ事業 ■インターネット広告・メディア事業 

■インターネット金融事業   ■仮想通貨事業 

資 本 金 50 億円 
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